
抄録  西松建設技朝∨OL．21  

▲  大深度立坑の逆巻構築  
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1．はじめに  

本報告は首都圏外郭放水路建設事業のうち，第3立坑  

本体の逆巻工法による構築について述べるものである．  

本事業は，国道16号の地下約50mに建設される内空約  

10m，延長約6．3kmの地下放水路で，建設省の直轄工事  

として，全国で初めての大規模地下河川建設事業である．   

ここでは，前工事で構築した日本最大深度の地中連続  

壁の内部に，国内屈指の深度を誇る立坑本体を，逆巻工  

法にて築造した施工実績及び危機管理について，特に重  

要と考えられる掘削揚土方法，コンクリート打設方法，  

マスコンクリート対策及び盤ぶくれ対策等を報告する．  

図－1立坑ロット割付図  

立坑本体構築の施工順序（ロット割り）を国－1に示  

す．1～7ロットまで（約42m）を逆巻工法で施工し，  

残りの約32m間をかまち梁部（8－10ロット）と底版及  

び下部側壁部（11－15ロット）の2回に分割し，順巻工  

法にて施工した．  

（2）掘削・揚土方法   

掘削・揚土方式としては，立坑内に投入した2台の  

0，7m3級バックホウにより，16m3積ベッセルに掘削積込  

を行い．地上部の180tクローラクレーンにてベッセルを  

揚荷した．地上に引き上げられたベッセルは，三輪キル  

ナコンビトラックにより場内の掘削土仮置場に運搬した．  

これにより，立坑周辺の作業スペースの確保及び掘削工  

程の短縮が可能となった．  

（3）コンクリート打設方法   

本工事でのコンクリート打設は大深度の下向ポンプ圧  

送となるため，高涜動性かつ分離抵抗性を考慮し，単位  

セメント量300kg／m3以上スランプ15cm，粗骨材最大  

寸法25mmの配合を採用した，打設方法としては，地上に  

配置したポンプ車（3台）から分岐配管により，直接型  

枠内にコンクリーLトを庄送した．分岐はY字管を使用し，  

ポンプ車1台当たり5～6箇所の吐出口を設けた．各吐  

出口の前には，6m程度の縦配管（立上部）とテーパー  

管（125A→100A）を設置し，吐出庄を調整することに  

より，全吐出□とも均一に連続打設ができた．圧送総延  
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2．工事概要   

工事名：外郭放水路第3立坑新設（その2）工事  

発注者：建設省開束地方建設局  

工事場所：埼玉県春日部市樋篭地先  

工  期：自 平成7年3月15日  

至 平成9年3月23日（740日間）  

工事内容：壁厚  2．5～3．3m  

底版厚  6．Om  

掘削内径×深度  36．6×73．7m  

掘削土呈  72，700m3  

コンクリート  26，659m3  

鉄筋  27．5MN（2，808t）  

3．本体築造工   

（1）本体構築の施工法   

＊東関東（支）   

＊＊横浜（支）五反田川（出）  

＊＊＊東関東（支）春日部シールド（作）  

＊＊＊＊東関東（支）フジゴルフ（作）  
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表－1 コンクリート配合表  
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長距離は最大約150mであったが，コンクリート打設呈が  

約50m3／hr以下になると下向縦配管内で空隙が生じ，材  

料分離をおこし曲管部で閉塞現象が発生する危険性が高  

くなる．分岐配管を用いた連続打設により，コンクリー  

ト打設時間の短縮及びコールドジョイントの防止が可能  

となった．   

また逆巻部に関しては，打設ロットの上部1／6を膨張  

コンクリート（27－18t25BB膨張剤現場添加）で打設し，  

既設コンクリートとの一体化をはかった．膨張コンクリ  

ートの膨張率は1．0～2．0％．膨張圧は10kPaを目標とし  

た．コンクリート配合表を表－1に示す．  
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ひびわれ幅（mt五）   

図－2 ひび割れ発生状況  

4．マスコンクリート対策  

立坑本体のコンクリートはマスコンクリートであり，か  

つ外側を地中連続壁により拘束されるため温度ひび割れ  

の発生が危惧された．試験施工（1，2ロット）を実施  

し，種々の検討を行った結果，「低発熱ボルトランドセメ  

ント」を使用したコンクリート（24－15－25LC）で施工し  

た．   

図－2に試験施工と各ロットのひび割れ発生状況の比  

較を示す．高炉セメントを使用したコンクリートと比較  

して，低発熱ボルトランドセメントを使用したコンクリ  

ートは，構造物に対して有害と考えられる大きなひび割  

れの抑制効果があると言えるが，ひび割れを完全に抑止  

することは不可能である．計測によれば，低発熱ボルト  

ランドセメントを使用することにより，打設温度によっ  

て差はあるが，最大発熱温度が約20－30℃低減できた．   

低発熱ボルトランドセメントの使用による弊害として，  

発現強度の遅延が挙げられる．若材齢時の強度発現が遅  

いため，型枠及び支保工の解体時期が遅れるので十次工  

程への影響が大きい．本工事では，コンクリートの発熱  

温度を測定し，積算温度（マチュリテイ）により発現強  

度を推定したため，支保工の解体作業をある程度短縮す  

ることが可能となった．  

写真－1完成写真  

た場合を想定し，立坑内にディープウエルを1本，立坑  

周辺に揚水井兼用の水位観測井を6本配置した．立坑内  

のディープウエルはGL－129mまで削孔し≠300mmのスト  

レーナ菅を設置した．ディープウエル内の水位が掘削地  

盤から6m程度下となるように，5．5kwの高揚程水中ポ  

ンプにて常時揚水した．   

観測井の水位や，地中連続壁に設置された間隙水圧計  

により，周辺地盤や立坑内掘削地盤の地下水頭の変動を  

観測しつつ掘削及び構築を行った．  

6．おわりに  

深度140mの地中連続壁及び深度73．7mの立坑構築と，  

国内でも有数の難工事を無事完了したが，コンクリート  

の配合や，全体の施工方法等に改良の余地があったと感  

じられる．今後の同種の事業に期待したい．本工事を施  

工するにあたり，貴重な御助言及び御協力を賜った関係  

各位の皆様に，感謝の意を表します．   

5．盤ぶくれ対策  

地中連続壁の泥膜沿いやカッティング継手部，復行エ  

レメントのクラック等から，立坑内に地下水が供給され   
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